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平成 29年度
郡市医師会生涯教育担当理事協議会

と　き　平成 30年 3月 15 日（木）15：00 ～

ところ　山口県医師会 6階会議室

[ 報告 : 常任理事　加藤　智栄 ]

開会挨拶
吉本副会長　平成 29 年 6 月に開催した第 100
回山口県医学会総会には多数の方々にご参加いた

だいた。主催したわれわれとしても大変うれしく

思う。広報に努めていただいた郡市医師会の関係

者の方々に改めてお礼を申し上げる。また、新し

い試みとして、会場内の別室で中高生対象の医師

の職業体験を開催したところ、募集定員を超える

たくさんの応募があり、急遽、定員を増やして実

施した。終了後の感想を参加者から聞くと「良かっ

た」と大変好評だったので、6月 17 日に下松医

師会の引き受けで開催する第 101 回山口県医学

会総会においても、中高生を対象とした医師の職

業体験を実施する。

協議　
1. 日本医師会生涯教育制度について
　単位取得者総数は 102,094 人（山口県 1,691

人）で、日医会員単位取得者率は全国 60.2％（同

66.8％）であった。また、取得単位＋カリキュラ

ムコード合計平均は全国27.4（同23.5）であった。

日医生涯教育認定証は全国 9,494 人（同 134 人）

に発行された。

　今年度末の日医への単位申請方法については、

会員から郡市医師会への提出期限は 4月 30日で

ある。なお、郡市医師会から都道府県医師会への

申告方法として、日医の研修管理システムによる

申告、Excel データによる申告の 2種類を提示し

た。郡市医師会・都道府県医師会が研修管理シス

テムに入力する期限は 6月 30日である。研修管

理システムの利用が困難な場合は、郡市医師会か

ら都道府県医師会には 5月 31日、都道府県医師

会から日医の研修管理システムに入力する期限は

6月 30 日である。なお、日医の研修管理システ

ムを利用することで、例えば 2年間などの研修

期間を設定できるため、地域包括診療加算・診療

料などに利用可能な「受講証明書」の発行が郡市

医師会でも対応できる。システムを利用されてい
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ない郡市医師会については可能な限りご対応をお

願いする。

2. 平成 30 年度山口県医師会生涯教育事業計画
について
１. 生涯研修セミナー

　平成 30年度は生涯研修セミナーを 4回開催す

る。なお、昨年に引き続きセミナーで専門医共通

講習の単位として「医療倫理」の単位を取得でき

るように企画している。

２. 山口県医学会総会

　医学会総会は例年、郡市医師会の輪番制によっ

て開催しているが、平成 30年度は下松医師会の

引き受けで 6月 17日（日）に開催することが下

松医師会の河村先生より報告された。午前は特別

講演を 2題、「こしの痛みと病気について－職場

における腰痛対策－」を広島大学大学院医歯薬保

健学研究科整形外科学准教授の田中信弘 先生が、

「心臓血管外科の最近の進歩」を山口大学大学院

医学系研究科器官病態外科学講座教授の濱野公一

先生がそれぞれ行う。午後からの市民公開講座は

「人が映画を創り、映画が人を作る」と題して映

画監督の佐々部 清 氏が講演する。

　また、昨年度、応募が多数あり大変好評であっ

た、中学生・高校生を対象とした「将来のドクター

養成に向けた中高生の職業体験」を引き続き開催

する。内容は医師による講演と①採血、②心肺蘇

生、③血圧測定、④縫合・結紮、をグループに分

かれて体験できるように企画している。

　なお、平成 31年度は宇部市医師会にお引き受

けいただき開催する予定である。

３. 指導医のための教育ワークショップ

　臨床研修医を指導するには、本ワークショップ

をはじめとする指導医講習会の修了が必須要件と

なっている。

　本会では平成 16 年から毎年開催しているが、

平成 29年度で 14回目を迎え、10月 7日（土）・

8日（日）の 2日間で開催し、これまでに約 280

名が修了された。参加者からは本ワークショップ

を受けて研修医への指導方法ががらりと変わった

という感想も得ている。

　平成 30 年度は 10 月 6 日（土）～ 7日（日）

に開催を予定している。

４. 体験学習

　昭和 60年から山口大学医師会・山口大学医学

部にお願いし、山口大学で毎年各 2教室にお引

き受けいただいている。平成 29 年度は呼吸器・

感染症内科講座では各種吸入薬のロールプレイと

吸入体験を行い、臨床検査・腫瘍学講座では「日

常臨床におけるエコー検査の活用法」と題して心

エコー・腹部エコーの体験を行った。平成 30年

度は器官病態内科学講座、放射線医学講座にお引

き受けいただく予定である。

５. 日医生涯教育協力講座セミナー

　日本医師会、都道府県医師会、製薬会社の三者

共催で開催している。平成 29 年度は 1月 13 日

（土）に「超高齢社会における高齢者のトータル

ケア～高齢者の健康寿命延伸に向けて～」を生涯

教育委員長の福田信二 先生にコーディネーター

をお願いして開催した。平成 30 年度は 7月 21

日（土）に「これからの高尿酸血症・痛風治療戦

略」をテーマに開催する。


